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1． は じめ に

　イ ン ドに お け る 観 自在 信 仰 を説 く代 表 的 な経 典 の
一

つ に 『カ ー
ラ ン ダ ・ヴ ュ

ー

ハ ・ス ー トラ』（KdiraipdaVjviiha−5融 傷 κの が ある．　 KV の 梵文 には現在 の とこ ろ 次の

三種の ヴ ァ
ー ジ ョ ン （ven ）が知 られ る． 第

一
に，紀元 7 世紀初頃まで に書写 され

た と推定 され て い る 二 本 の ギル ギ ッ ト写本 （Gl，　 G2 ）を使用 した メ ッ テ 校訂本が

あ る． こ れ らの 写本の 中
一

本 （G2 ）は断片で あ る． もう
一 本 （Gl ） も冒頭 と中間

と末尾 の 一 部が欠落 し， また部分的に判読で きない 箇所も散見 されるが ， 残存す

る部分 もか な りあ る の で
， その 概 要 を知 る こ とが で きる． 第二 に ， 12 世紀 （AD

ll96）の 1本の ネワ ー ル 貝葉写本 （完本）を使用 したサマ ス ラ ミ校訂本 （S）が ある

（［Vaidya　1961］ に再版），　 KY の 蔵訳 や漢訳 は ， 概 ね こ の ver．に対応す る ． 第三 に ，

第二 の ver ．を基 に 15 世紀頃の ネパ ー ル で 再編 され た 『グ ナ ・カ ー ラ ン ダ ・ヴ ュ
ー

ハ ・ス ー トラ』が ある ［Lokesh　Chandra　l　999］．

　 こ れ らの 三 種 の 中， 第
一

と第二 の ver ．との 間に は直接 的 に対応 す る部分 と対応

しない 部分 とが あ り， それ らはメ ッ テ校訂本 に示 される 1）．S にお け る Gl との 対

応関係 の ない 部分 に は ， 蓮華上如来が観自在か ら六字真言を授け られ たこ と等 ，

こ の 真 言に関す る重要 な内容 が 説か れ る と と もに ，准胝 陀羅尼 も述 べ られ る．
一

方メ ッ テ 校訂本には全体に渡 っ て こ れ らは見 出 され ない ． メ ッ テ校訂本 に使用 さ

れ る ギ ル ギ ッ ト写本 と S に使用 され る ネワ
ー

ル 写本 との 間の 年代の 差異 の 大 きさ

を考えれ ば， 第
一

の ver ．の 成立後， それ に基づ い て 第二 の ver ．が 一部改変 され て

再編 され た可能性が 高い ． 従 っ て 第二 の ver ．に説か れ る六 字真言の 重要箇所 や准

胝陀羅尼 も， その 際に導入 され た もの と推定 され る． そ うで ある な らば ，
こ れ ら

の 内容が新た に導入 され たの には如何なる意義が あ っ た の か， 本稿 で は
， 第

一
と

第二 の ver ．の 問 に お け る相 違箇所 を 中心 に比 較検討す る こ とに よ っ て ， こ の よ う
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な問題 につ い て 考察 したい ．なお KV に つ い て は，第二 の ver ．に基 づ い た ［StUdholm

2002］等 の 先行研 究 もあるが ， 本研究 の よ うに第一 と第二 の ver ．との 比 較の視点

に立 っ て ， 六 字真言や准胝陀羅尼 につ い て 考察 した もの は ない ． また准胝 陀羅尼

に 関 して は ［酒 井 1979］［上 村 1989］［大塚 2013：753−755］ の 研 究が ある が ，1（V

に は 言及 され て い ない ．

2． S と Gl との 対応関係及び六字真言の 説かれ る箇所

　S の 内容は
， 便宜 上 第 1部 （全 16章〉と第 II部 （全 8 章）とに分 かれ る．

一
方 G1

で は ， S の 第 1部第 1 章 （1，
1）か ら 1

，
　ll の 途 中 まで 欠落 し， 1

，
　llの 途 中か ら II，3

の 冒頭部分 まで対応箇所が あ る． その 後 S との 対応箇所 は 中断 し， 再 び S の 第 II

部第 7 章 （II， 7）の 途中 よ り対応箇所が 復活する ． しか し Gl は S
，
　II

，
8 の 途中に相

当す る箇所 か ら最後 まで 欠落す る 、 S の 第 1部 で は， 輪廻 世界 で の 観 自在 の 救済

が 中心 に説 か れ て お り，そ の 中で 六 字真言 は 1
，
　11 の み に述べ られ る． こ の 部分 で

は観自在が 阿修羅王バ リに対 して ， 将来 シ ュ リ
ー とい う名の 如来に なる とい う授

記 を与 える こ と， また その 如来の 仏 国土 で は六 字真言 が獲得 され る こ と等が説 か

れ る ．一方第 II部で は ，六 字真言 は II
，
2−7 に 説か れ，そ れ らに は除一 切蓋障菩薩

（除蓋 障）が 世尊の 対告衆で あ る と と もに求道者 の モ デ ル と して 登場 し， そ の 聴聞

と求道の 旅が 述べ られ る．

3． S におけ る除
一

切蓋障菩薩の 聴聞と求道の 旅

　世尊か ら除蓋障が聴聞 した教 えは， 便宜上 ， 次の A ．1， 2， 3 に分けられ る．

　（A ．1）第 II部第 2 章で は ， 世尊が 除蓋障に 対 し観 自在の 複数 の 毛 孔 に各々 広大

な宇宙が ある こ と を説 く． そ れ を聴い た除 蓋障 は ， 世尊 に観 自在 の 毛孔 を見たい

と申し出る ． それ に 対 して 世尊は，普賢菩薩で す ら毛孔を求めて十二 年聞彷徨 っ

たが見 るこ とはで きなか っ た と述べ る． しか し六字真言 を祈念する者は その 毛孔

に 生 まれ ， 輪廻する こ とな く毛孔 か ら毛孔 に渡 り歩 き， 涅槃 の 地 を 目指す 限 り毛

孔 に留 まる と説 く． こ こ で は観 自在の 毛孔が 通常で は見る こ とす らで きない が ，

六 字真言 はそ こ に 転生す る た め の 優れ た 機能 を もつ こ とが 強調 され る ユ）．

　（A ．2）II
，
3 の 前半部で は

， 世尊が 除蓋 障に
，

六 字真言 は観 自在の 最 高の 精髄 で

あ る と述べ る． な お こ の 直後か ら S と Gl との 対応箇所 は 中断す る．　 S で は続 い

て 六字真 言の 様 々 な功徳が 説 かれ る． 例 えば この 真言 を唱 えれ ば ，仏菩薩 ， 天 ，

四 天王 ， 龍王が集 ま り， 大地 を守護する と述べ られ る． また金 剛の 身体や弁才の
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獲得 さ らに は悟 りへ の 到達 とい っ た功徳が 説か れ， 六 字真言 は現世利益 と解脱 と

をもた らす こ とが述べ られる．次 に除蓋障 は世尊に六字真言の 獲得方法 を尋ねる．

そ れ に対 し世尊は ， か つ て 自ら六 字真言 を求め て宝上 如来 を訪れ ， さ らに こ の 如

来 に蓮華上 如来 を訪 ね る よ うに 指示 され， そ こ に行 っ た こ とが説か れ る ．

　（A ．3）II，3 の 後半部か らII，5 まで にお い て ， 世尊が 蓮華上如来か ら六 字真言の

功徳の 広大さ を聴 き， また蓮華上如来が 六 字真言 を阿弥陀の 極楽浄土 で 観自在か

ら授け られ た話が， 世尊に よ っ て 除蓋 障に対 して 語 られ る． こ こで は阿弥陀が 無

数の 世界 を彷徨 っ た蓮華上 如来 を見 て ， 観 自在 に六 字真言 をこの 如来に授 け る よ

うに告 げる． しか し観 自在 は 「六字大明 曼荼羅」 を見て い な い もの には授 け られ

ない と答え ， その 曼荼羅を説く， その 曼荼羅 は四角形で ， 中央 に阿弥陀が ， その

右 に マ ハ ー
マ ニ ダラ （大 い なる摩尼宝 珠 を持っ 者）菩薩が ，左 に六 字真言の 神格化 で

ある六 字大 明 （女神）が存す る ． 六字大明 は 四臂 で 左手 に蓮華を右手 に数珠 を持

ち ，
二 臂は一

切王の 主の 印を結ぶ ． こ の 曼荼羅が 蓮華上如来に 教示 された後， 観

自在は この 如来に六 字真言を授ける． 曼荼羅で はマ ハ ー マ ニ ダラ菩薩 と六字大明

の 持物の
一

つ で ある蓮華 に よ っ て， 六字真言 に含 まれ る マ ニ （摩尼宝珠）とパ ドマ

（蓮華） とが視覚化 ・象徴化 され る． また 曼荼羅の 本尊が 阿 弥陀で あ るの は，蓮華

上如来が阿弥陀 の 浄土 で六字真言を授けられ る こ とを示唆する． こ の よ うに 阿弥

陀の 浄土 を舞台 と して 六 字真言の 視覚的 ・
象徴的側面が強調 され る．

　次 に S にお ける除蓋 障の 求道の 旅の 話 は，便宜上 ，以下の B 」，2 に分 けられ る．

　（B ．1）II
，
　6 で は ， 除蓋 障は世尊か ら ， 六字真言を受持す る説法師が ヴ ァ

ー ラ ー

ナ シ ー に い る こ とを聴い て 旅に出る． そ して 説法師 と出会い 彼か ら六字真言の 功

徳を聴 く． 次に観自在か ら六 字真言 の伝 授 を許可 され ，説法 師は除蓋 障に それ を

授 ける ． その 後， 除蓋障 は 世尊の 存す る祗 園 に赴 く．

　（B ，2）II， 7 で は ， 除蓋 障は世尊に六字真言 を獲得 したこ とを報告する． する と

七億七千万の 正等覚者が 集まり， 「七 千万 の 正 等覚者 に帰命す る， オー ム ， チ ャ

レ ー
， チ ュ レ ー

， チ ュ ン デ ー 3＞
， ス ヴ ァ

ーハ ー 」 とい う陀羅尼 を唱 え る ．句中の

「チ ュ ン デ
ー」は，仏母の 准胝 （cundE ）に対す る 呼びか けの 言葉で あ り，

こ の 句は

一
般 に准胝陀羅尼 と され る もの で あ る． cunda は 「うながす」「鼓舞す る」を意味

す る動詞の cud 一を語源 とし， そ れ は 「仏道修行 に励 む よ うに人 を鼓舞す る女神 」

で あ る と解釈 され る ［上村 1989］．

　除蓋 障が 六字真言 を獲得 した後 　この 陀羅尼が 唱 えられ るが ， そ れ に は どの よ

うな意 味が あ る の か． こ の 陀羅尼 は蓮華上 如来が 六字真言 を獲得 した際 に は唱え
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られず， 蓮華上 如来の 話 は終 わ っ て い た．
一

方除蓋 障の 場合 には 准胝陀羅尼 の 後

に観 自在の 毛孔が 再説 され てお り， こ れ に関係 す る と推測 され る． こ の 毛孔 の 再

説 は， 世尊が 除蓋 障 に対 して 語 る形 式 を とるが ， 除蓋 障 は既 に 六 字真 言 を獲得 し

て い る の で ， 実際 に 毛孔 を出入 りする こ とが含意され る ．例 えば 除蓋障は チ ッ タ

ラ
ー ジ ャ とい う名の 毛孔か ら ドヴ ァ ジ ャ

ー
グ ラ とい う名の 毛孔へ 渡るが ， 後者で

は楼 閣の 中で 如来が 説法す る ［Vaidya　1961：302，
20−27］． こ の よ うに再説 され る

毛 孔 に お い て 菩薩， 縁覚，如 来が 説法す る こ とが 詳 し く述べ られ ， 除蓋障 は 観 自

在の 身体 にお ける教化 の 場 を体験す る こ とに なる，
一 方 除蓋障が求道の 旅 に出る

前 に世 尊か ら聞い た観自在 の 毛孔の 様子 は 事前 に聞い た 話 に過 ぎない ． また こ れ

らの 毛孔 に は， ガ ン ダル ヴ ァ ， キ ン ナ ラ ， 天子， 十 地 の 菩薩， 百の 仏 が 存する．

そ の 中菩薩や キ ン ナ ラ の 説法は述 べ られ るが ，縁覚や 如来 の 説法は説か れ な い ．

こ の よ うに准胝陀羅尼 の 後 に再説 され る観 自在 の 毛孔 は， 除蓋 障が実際に 訪れ る

こ との で きる場で ある と と もに， 除蓋障が 世尊 か ら聞い て い た 毛孔 よ りも高次 の

存在が教化す る場 と して説 か れ る．

　 こ の よ うな内容 と前述 の 上 村説 と を総合 す れば ， KV に お け る准胝 陀羅尼 は t

六字真言 を獲得 した求道者を励 まし ， さ らに観 自在の 身体に ある仏菩薩が 教化す

る場へ と導 く役割を もつ と考 えられ る． なお S と Gl との 問で 対応 の 無い 箇所は

准胝陀羅尼の 記述 まで で あ り， そ の後 の 毛 孔の 記述 か ら対応箇所が 復活す る． ま

た除蓋障の 求道の 旅の 話は ， こ の 菩薩が観自在の 毛孔をすべ て 見終わ っ た とこ ろ

で 終了す る．

4． 相違箇所の 比較

　Gl に は S と は異 なる 除蓋 障の 聴聞 と求道の 旅 が 見 出 され る ［G1 ，
　fols．45bl −

71b7］．そ こ で は除蓋 障は世尊か ら六 字真言 や 悪趣 を救 う蓮華 印の功徳等 につ い て

の 説法 を聴 く． 次 に六字真言 を求 め る 除蓋障は 悪魔 マ
ー

ラ に よ っ て 仕組 まれ た 困

難 な行 ， 例 えば金 剛の 刺で 身体 を切 り刻 まれ る こ とや毒を盛 られ る こ と等 を克服

した末，帝釈天 に よ っ て 阿 弥陀の 浄土 に連れて ゆ か れ， そ こ で 六 字真言 を意味す

る 大陀羅尼 と印 を授 け られ る ．但 し S の よ うに 除蓋 障が六 字真言 を獲得 した後，

准胝 陀羅尼 に よ っ て鼓舞 され る話は み られ ない ． こ の よ うに S にお ける 除蓋障の

聴聞と求道の 旅の 話は
， Gl と比べ て 相当に異なる．

　次に S に は六字大 明曼茶羅が 説か れ るが ， そ れ は Gl に は見 出され ない ． 代 わ

りに除蓋障の 求道の 旅 の 話の 後 マ ヘ ー シ ュ ヴ ァ ラ （シ ヴ ァ）と ウマ ー妃 との 会話
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が説かれ る ． その 中で シ ヴ ァ は妃 に 曼茶羅 を説示する ［G1 ，
fbls．74a1− 76a8］． こ

の 曼荼羅に は三 宮殿があり， 中央に は観自在が
， その 右 には阿弥陀が ，左 に は釈

迦 が描か れ る ．また曼荼羅に は除蓋障， サー ガ ラ龍王 ， 持明者 ， 華歯女 （puspadantr），

虚空蔵菩薩，鬼手母神 も描か れ る． 三 宮殿 に お い て ， 観 自在が 阿弥陀 と釈迦 との

間に存するの は ， 両者の 間を仲介する観 自在の 役割があ るか らと思われる． 例 え

ば観 自在が釈迦 の 存す る祗 園へ 行 き生類救済の 報告を した後 ， 阿 弥陀か ら釈迦 へ

贈 られ た蓮華 を，観 自在 が釈迦 に 渡 した こ とが説 かれ る ［Gl ，
fols．81a5−7］． この

よ うに G1 の 曼荼羅 で は 六 字真言 よ りも阿弥陀 と釈迦 との 間 を執 り持つ 観 自在 の

役割の 方が 強調 され る． また G1 の 曼荼羅に描か れ る除蓋障は ， 前述 の よ うに六

字真言 を獲得 した存在 で ある が ，
こ の 箇所で はそれ に つ い て 述べ られ ない ． さ ら

に持明者 は香炉 と花輪 を持つ が ，六 字真言 との 関係 は 見出 され ない 、 サ
ー ガ ラ龍

王 や鬼子母神 は伽梵達摩訳 『千手経』 にお け る千手観音の 眷属 に
4＞

， また華歯女

と鬼子母神は 『不空羂索神変真言経』「出世間儀軌」に説か れ て お り ［大塚 2004 ：

129
，
177］ （大正蔵 n ・．1092

，
v ・1，20

，
302b）， こ れ らは初期密教 の 観 自在信仰 と関 わ る

が ，六 字真 言 とは 直接 に 関係 しない ． さ らに Gl の 曼荼羅 は，　 S の 曼荼羅の よう

に六字真言 の 獲得 の ため に 必見 と も述べ られ て い ない ． こ の よ うに G1 の 曼荼羅

は tS の 曼荼羅 と比べ て全体的に六字真言 との 繋が りが 希薄で あ る とと もに ，
こ

の 真言 を視覚的 ・象徴 的 に表現 す る機能 も極 め て 弱 い ． 従 っ て S を含む 第二 の

ver ．の 編纂で は六字大 明曼荼羅の よ うな六字真言 と密接 に 関わ る 画像が加 えられ

て お り，
こ れ らの 点が 改善され た と考え られ る．

5． 結び

　以上 の 資料 を見 る 限 り， S 等の 第二 の ver ．の 編纂で は G1 の 第
一

の ver ．に お ける

除蓋 障の 聴 聞 と求道 の 旅の 話 を大幅 に書 き換 え， 六字大 明曼荼羅 や准胝 陀羅尼 の

要素 を新 た に KV に導入 した もの と推定 され る ． そ こ に は 第
一

の ver ．で は脆弱 で

あ っ た六 字真言の視覚的 ・象徴的機能，及び六 字真言を獲得 した求道者 を励 ま し，

さらに観自在の 身体 にあ る仏菩 薩が教化 する 場 へ と導 く准胝陀羅尼 の 機能を加え

る こ とに よ っ て
， 呪文の 威力や働 きを強化す る とい う重要な意義が あ っ た の で は

ない か と思 われ る．

1） S と対応関係の ある 箇所 は ［Gl　fols。20a−45a
，
76b−83b］ （fols，　la− 19b欠損）で あ り，

無 い 箇所 は ［Gl　fols．45b−76a］ （fbls．54a−67b 欠損）で ある．
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The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

『カーラ ン ダ ・ヴ ュ
ーハ ・ス ー トラ』における六字真言 と准胝陀羅尼 （佐久 間） （105）

2） 毛孔 に宇宙が広が る とい う考え方は，『華厳経』「入法界 品」第 53章の 普賢の 身体の

影響 を受けるが 匚Studholm　2002 ：47−49］，　 KV で は各々 の 毛孔が詳説され る ．

3） S で は cunye （校訂者 に よ る cunde の 読み 間違 い か？） とあ るが ，ヴ ァ レ ン ドラ博物

館蔵の ll− 12世紀の 写 本 ［Siddhanta・1979：402−403］に あ る cunde の 異読 を採用 する．

4）前者 は 「婆 （娑）伽羅龍」後者 は 「神母女」 と記す （大正 蔵 no ．1060
，
　vo1 ．20，108b），
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